
中央区低入札価格調査制度に係る調査事務処理要領 

 

平成１５年５月２６日 

１５中総経第４８号 

 

 （趣旨） 

第１条 この要領は、中央区低入札価格調査制度運用要綱（平成１３年７月１日１３中総経第

６７号。以下「要綱」という。）第１２条の規定に基づき、低入札価格調査制度対象工事にお

いて、調査基準価格を下回る入札があった場合の調査事務処理に関し、必要な事項を定める

ものとする。 

 （工事主管課長への協力依頼） 

第２条 総務部経理課長（以下「経理課長」という。）は、直ちに当該工事を主管する課長（以

下「工事主管課長」という。）に対して、調査の協力を依頼し、調査日程等を調整する。 

  （関係資料の提出要求） 

第３条 経理課長は、落札者の決定を留保した段階で、当該入札者に対し、調査の対象である

旨を申し述べ、直ちに設計図書の様式による入札価格の内訳書及び別記様式による調査票（以

下「関係資料」という。）を、原則として入札日から３日以内に提出するよう求めるものとす

る。 

 （経営内容及び信用状態の調査） 

第４条 経理課長は、直ちに企業信用調査会社に対する調査委託等当該入札者の経営内容及び

信用状態の調査に着手する。 

 （履行能力等の調査） 

第５条 経理課長及び工事主管課長は、当該入札者から第３条の関係資料の提出があったとき

は、協力して内容の点検にあたるとともに、当該入札者から事情聴取するための項目の検討

及び調整を行う。 

２ 経理課長及び工事主管課長は、関係書類の提出された日から３日以内に合同で当該入札者

に面接による事情聴取を行う。 

３ 前項の面接による事情聴取は、当該入札に係る責任者及び関係資料の作成者等の出席を求 

めて行う。 

 （関係資料の提出の拒否等） 

第６条 経理課長は、当該入札者が正当な理由なく、第３条の関係資料の提出を拒否し又は遅

延したとき、若しくは前条第２項の面接による事情聴取に応じないときは、直ちに要綱第４

条第１項の中央区低入札価格調査委員会（以下「委員会」という。）にその旨報告するものと

する。 

 （委員会への報告） 

第７条 経理課長は、第４条の経営内容及び信用状態の調査結果並びに第５条に規定する履行

能力等の調査結果をまとめた報告書を作成し、委員会に報告する。 

 （委員会の開催） 

第８条 委員会は、当該入札日から１０日以内に開催するものとする。 

   附 則 

 この要領は、平成１５年５月２６日から施行する。 

附 則 



１ この要領は、令和４年１月１日から施行する。 

２ この要領の施行の際、この要領による改正前の中央区低入札価格調査制度に係る調査事務処理

要領の規定により作成した様式で、現に残存するものは、所要の修正を加え、当分の間、なお、

使用することができる。 



別記様式（第３条関係）                                         年  月  日 

低入札価格調査制度に係る調査票 

 

  （宛先） 中 央 区 長  

                                     入札者 住 所 

                       氏 名 

 

 

工事件名 

 

 

 

 

 

入 札 日 

 

 

 

 

 

入札金額 

 

 

 

 

１ 上記価格で入札した理由 

  上記価格で入札した理由を、労務費、手持ち工事の状況、当該工事現場と事務所・倉

庫等との関係、手持ち資材の状況、手持ち機械の状況、下請け会社の協力等の点から具

体的に記載してください。 

 



２ 手持ち工事の状況 

対象工事現場付近（半径１０km 程度）に手持ち工事がある場合及び対象工事と同種

又は同類の手持ち工事がある場合に記入してください。 

工 事 件 名 発 注 者 施 工 場 所 工 期 金  額 備 考 

      

      

      

      

      

３ 配置予定技術者名簿 

区  分 氏 名 資    格 取得年月日 免許番号・交付番号 

監理技術者 
    

主任技術者 
    

現場代理人 
    

     

     

４ 手持ち資材の状況 

  本工事で使用予定の手持ち資材があれば記入してください。 

品   名 規格・型式 単価 手持ち数量 使用予定数量 不足数量の手当方法 備考 

       

       

       



５ 資材購入先一覧 

  購入予定業者との関係が協力会社、同族会社、資本提携会社等であり、一般に比べて

有利な価格で購入できる場合は記入してください。 

工事種別 品 名 規格・型式 単位 数量 購入先業者名 業者所在地 入札者との関係 

        

        

        

６ 手持ち機械の状況 

  本工事に利用する予定の手持ち機械の状況を記入してください。 

機械名称 規格・型式・能力・年式 単位 数量 メーカー名 現在の利用状況 

      

      

      

７ 労務者の確保計画 

  本工事で使用予定の労務者の確保計画を、自社労務者と下請け労務者と区分して記入

してください。 

工   種 

(土工・配管工等) 

職    種 

(普通作業員・配管工等) 
単価 

員    数 

※()内は自社労務者数 

下請け会社との関係 

下請け会社名等 

     

     

     

     

     

 

 



８ 過去に施工した公共工事名及び発注者 

  過去３年間に施工した公共工事名及び発注者を、本工事の同種又は同類の工事とその

他の工種の工事とに分けて記入してください。なお、その中で「低入札価格調査」の対

象となった実績については、備考欄に◎印を記してください。 

 (1) 本工事の同種又は同類の工事 

工 事 件 名 発 注 者 施 工 場 所 工 期 金  額 備  考 

      

      

      

      

 (2) その他の工種 

工 事 件 名 発 注 者 施 工 場 所 工 期 金  額 備  考 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 



９ 第一次下請の予定業者、予定下請金額等 

  下請を予定している場合は、記入してください。 

下請人の商号 

又は名称 
所 在 地 工 事 内 容 工 期 下請金額 備 考 

      

      

      

      

      

      

      

      

10  その他特記事項 

本件入札に関して、他に特に説明したい事項があれば、記入してください。 

 

 


